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Ⅲ．結果
  1 . 研究対象者の各属性













































































































研究対象者女性の年齢（歳）夫の年齢（歳）勤続年数（年） 職種 時間外労働子どもの数（人） 対象とする子どもの学年 学童保育等利用
Ａ氏 43 45 15 公務員 有 2 1年生 有
Ｂ氏 36 37 10.3 大学教員 有 1 2年生 有
Ｃ氏 36 39 9 看護師 有 2 2年生 無
Ｄ氏 42 43 15 事務職 有 2 3年生 有
Ｅ氏 49 53 26 会社員 無 2 3年生 有



















女性の年齢（ ） 夫の年齢（歳） 勤続年数（年） 職種 時間外労働 子どもの数（人） 対象とする
子どもの学年
学童保育等利用
43 45 15 公務員 有 2 1年生 有
36 37 10.3 大学教員 有 1 2年生 有
36 39 9 看護師 有 2 2年生 無
42 43 15 事務職 有 2 3年生 有
Ｅ氏 49 53 26 会社員 無 2 3年生 有
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